
まち子.梅雨岡

干338-0832

さいたま市桜区西福6-'-5

T且 048-7田 5205 FAX048-866-7244

E-mailmachiko@o-ka.ne.jp

http://www.o-ka.ne.jp/m 田hiko号表ち子議会報告
匂桜区版

同
>

『
住
宅
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光
発
電
』

正予弘

羽
倒

地
殻
環
境
を
守
る
立
渇
か
ら
、
省
エ
ネ
対

策
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
対
策
を
進
め
、
地
潔
に
負
輔
の
少

な
い
エ
ネ
ル
ギ
を
確
保
す
る
た
め
市
と

し
て
の
太
陽
光
股
置
循
助
金
制
度
へ
の
助

成
を
機
会
あ
る
ご
と
に
働
き
か
け
て
き
ま

l
u私
九
.

今
予
算
で
、
市
は
や
っ
と
補
助
制
度
を
打

友
V凶
山i
υ意
。l
ν宇
九
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市
の
補
助
金
は

1
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W

あ
た
り

5
万
円

(
上
限
四
万
円
て
県
は
新
築
3
万
円
既

存
住
宅

6
万
円
、
園
は

7
万
円
に
な
り
ま

す
・
固
・
県
・
市
の
補
助
金
は
併
用
が
可
能

と
訟
り
そ
う
で
す
の
で
、
こ
の
徴
金
に
ぜ
ひ

厳
司
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
.

な
お
す
で
に
太
燭
光
霞
置
の
住
宅
の
追

加
工
寧
に
対
し
て
も
補
助
金
が
出
る
よ
う

引
き
続
き
働
き
か
け
て
行
安
這
。
す
・

•
•
•
•
•
•
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-
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圃
給
付
に

F
8
0

鰭
円

e
・

園
の
定
額
鈴
付
に
伴
う
さ
い
だ
ま
市
治
隠
鈎

剖
万
笹
婚
で
絢

1
8
0
・
円
と
な
り
ま
雪
・

2
用
1
日
現
在
、
さ
い
た
ま
市
に
住
民
票
が
あ

る
方
に
限
ら
れ
て
お
り
そ
れ
以
後
巳
生
ま
れ
た

子
ど
も
隠
末
対
像
反
対
に
そ
れ
以
後
死
亡
さ
れ

た
巧
隠
交
付
珂
鍛
と
な
り
ま
す
・

受
飴
に
関
わ
る
'
'
務
賓
と
し
て
ほ7
・
2
平

方
円
系
が
必
費
で
す
・

全
絹
話
刷
局
ち
と
の
こ
と
で
す
か
ら
市
と
し
て

昭
一
安
息
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
あ
る
こ
と

に
隠
褒
わ
り
あ
り
ま
ぜ
ん
・
こ
れ
だ
η
本
安
が
あ

る
と
き
仁
、
政
府
が
書
官
つ
よ
う
な
局
責
広
大
に
つ

な
が
る
と
思
到
底
思
え
ま
ぜ
ん
・

今
年
は
介
臨
模
験
の
男
直
し
の
与
さ
い
佐
ま

市
で
も
保
障
隈
制
が
微
噌
と
な
り
ま
し
た
・

小
手
先
の
錦
厄
で
広
な
く
福
植
の
充
実
や
眉

局
の
鑑
十
八
零
墨
窓
聞
な
施
僚
に
こ
の
お
盆
を
使

っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
わ
す
に
ほ
い
ら
れ
ま
ゼ
ん
・

文
教
常
任
零
員
会

E
」

積
察
骨
賀
聞
か
吊
圃

・
・
依
S
R舗
畠
ぬ
格
差
是
正
を
・
・

。
宮
崎
一
貫
叙
育
綬A浦
和
中
空
が
珂
股
さ
れ
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g
C
な
り
ま
す

市
内
中
学
の
先
進
的
・
・
例
綬
巳
雪
る
た
め
、
他

Z き新 霊
円とク・・""
lまのリ雪EZ
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155雪
一人に穆ヲ乞事・・­

Ii;:うし続け勾ねる定め
高齢になっても 自分らしく塗きられるために

はどんはザーピスが必要芯めか 介趨保険で可能

与のか 自治研究会の皆さんと実感調査を始めて

い....…
教ごる 1::lj研究成果を"に ・~望ゐ・

まとめたいと考えています. ヲーd聡"

一人に怒って自分のことが自分ででき怠くなっ

た時みん訟で住みあえる縄般を作りたい そん

怠匁いから各飽般を視察してきました.

広島にあるケアピレッジ，"I> 小規模多働能型

居宅介鍾と高島者・周賃貸住宅警合体した崎股

で高齢者住宅で・らしながら必憂怠ザ ピスを

小焼襖多擁能で受けるというものです. JII絹市の

グループリビンゲ川崎は、『自立と共盆辻を合雷歳

児 生活者が主体と怠り地制度と関わり拡がら笠き

てゆく自主管理Z単位まいで デイザーピスと6将殿

されています.

伊奈町広あるこむろん""デイザ ピスとグル

ープホームの併設で 各締股とも安心して住み続

けられるつ"'"住まいとしての働能が充実してい

ました.

どの施..も入居者負担がJ5方円以上かかるこ

と飽股側もよりよいヲーピスと道省経費の問題、

地域力の活用のあ 'J方、地域に溶け込んど施股巴

するに"等の標題を勉えています.在宅介積を含

め ついの住まいのあ 'J方についてこれからち過

求してゆきます.

ご
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却
燭
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迷
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践
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つ
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し
て
池
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入
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が
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績

と
し
て
の
符
興
が

U
6
ら
れ
な
い
、
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山
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で
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抱
一π
の
皆
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ん
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負
程
房
長
し
で
も
和
ら

げ
る
た
め
巳
ち
、
関
係
奮
の
皆
さ
ん
と
力
を
併

営
一
目
も
隼
い
土
勉
鵬
入
に
陶

η
が
ん
ば
り

ら
ま
雪

か橿
明

会のm
••

震予

の
公
主
宮
崎
綬
よ
り
売
突
し
疋
教
育
予
"
が
配

泊
・
例
え
ば
市
4
人
の
宝
徒
に
1
台
の
パ
ソ
コ

ン
隠
浦
和
中
学
で
は

1
人
1
台
学
綬

C
1
台

し
か
な
い
夢
務
局
パ
ソ
コ
ン
ち
濡
初
中
学
隠
全
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師
に
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明
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あ
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ま
雪

地
の
M
A立
中
学
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も
溝
初
中
学
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の
叙

育
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a
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求
的
質
問
し
ま
し
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E
学
織
に
ゆ
と
叫
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条
例
で
市
隊
員
の
勤
務
陪
陶
が
均
分
短
鎗

言
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高
官
￡
な
り
ま
し

E
・

し
か
し
穀
員
は
慢
性
的
な
超
過
御
務
で
。

の
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病
気
仁
か
か
る
人
が
溜
乏
鶴
岡
り
て
い
ま
す
・

条
例
で
定
め
だ
時
間
短
備
を
ど
う
保
障
し
、
ゆ

と
り
を
湾
っ
て
教
育
で
き
る
状
況
を
作
る
の
か

質
問
し
ま
し

E
・

敦
賀
芭
暑
に
ゆ
と
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が
な
け
れ
ば
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寝
か
な
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た
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だ
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陪
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と
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:*市民が主役のさしrtf:ま市をつくるだめに、 :

市民の目鰻にEって強会活動を行います. :

:*市政 2民会をチェック様証し、市民と.:

ー-会をつなぎま~. :

:*各鴎員の個住を大切にした砲やかな連合:

1 とし開かれだ会派遣曽を行いま写. .

ー-。各巨の課題を大切にしながら各区を結rSi :
.繍断的な市民課題について政策担聖書を行い i

:ます. :
ｭ
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賀
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間
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め
町
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鰻
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5
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質
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=
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よ
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慮
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目
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で
質
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し
ま
し
た
・
主
な
質
問
臥

-
定
額
組
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の
実
鎗
に
当
た
り
、
也
事
闘
園
橿

怠
人
へ
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鋪
応
に
つ
い
て
?

-
情
婦
収
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に
努
め
、
園
の
島
向
努
昆
な
が
ら
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被
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や
ホ
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等
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閤
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這
』
れ
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す
・
不
十
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す
〉
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文
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医
師
盆
傭
擦
の
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館
慨
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偉
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小
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会
保
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大
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会
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a
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ヘ
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け
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p
L
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L
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、
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a
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所
錦
織
県
富
の
-
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?

市
民
7
ン
ケ
ト
の
結
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を
筒
ま
え
鹿

司
無
盟
百
保
育
爾
盤
備
を
程
遠
・

無
認
可
保
育
所
へ
の
働
成
{
園
兜
一
入
、
月2
万

円
}
で
保
育
剰
の
箔
釜
を
是
正
す
る
・

ご意見ご感想

よろしηればご記入下さい

お名前 ご連鰭先

~爵扇面一型竺笠宮古r，___
5月にはさいた三ま市市畏選管が行われま事.

あな"'-ほ新しい市長巳

どんな政策を実現して欲 u、ですか.

さいだきま市が、どんなまちになれば b、いとあ唱えですか.

ご憲男をお聞かぜください.

http://www.midorinokaze.org
contact 兎参 midorinokaze.org

ファックス隠 048-829-1816 迄堂一


